
六

専
攻
学
科
目　

土
木
工
学

生　

年　

月　

昭
和
二
四
年　

九
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
七
年　

四
月 

東
京
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
業

同　

四
九
年　

三
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同　

五
一
年　

九
月 

カ
ナ
ダ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大
学
博
士
課
程
修
了

同　

五
一
年
一
〇
月 

Ph.D
.

同　

五
一
年
一
〇
月 
カ
ナ
ダ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大
学
博
士
研
究
員

同　

五
二
年　

四
月 
東
京
大
学
地
震
研
究
所
助
手

同　

五
三
年　

四
月 
筑
波
大
学
構
造
工
学
系
助
手

同　

五
四
年　

七
月 

筑
波
大
学
構
造
工
学
系
講
師

同　

五
七
年　

四
月 

東
京
大
学
工
学
部
助
教
授

平
成　

二
年　

七
月 

東
京
大
学
工
学
部
教
授

同　

一
四
年　

四
月 

文
部
科
学
省
科
学
官
（
平
成
一
六
年
三
月
ま
で
）

同　

一
六
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
（
平
成
二
二
年
三
月
ま
で
）

同　

二
〇
年　

四
月 

日
本
学
術
振
興
会
学
術
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
（
平
成
二
三
年
三
月
ま
で
）

同　

二
二
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
特
任
教
授
（
平
成
二
六
年
三
月
ま
で
）

同　

二
五
年　

六
月 

東
京
大
学
名
誉
教
授

同　

二
五
年
一
二
月 

内
閣
府
政
策
参
与
（
平
成
二
六
年
四
月
ま
で
）

同　

二
六
年　

四
月 

横
浜
国
立
大
学
安
心
・
安
全
の
科
学
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授

同　

二
六
年　

五
月 

内
閣
府
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（SIP

））（
平
成
三

一
年
三
月
ま
で
）

同　

二
六
年
一
〇
月 

横
浜
国
立
大
学
先
端
科
学
高
等
研
究
院
上
席
特
別
教
授
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

藤ふ
じ　

野の　

陽よ
う　

三ぞ
う
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Ｐʰ.Ｄ. 
藤
野
陽
三
氏
の
「
長
大
な
構
造
物
の
振

動
現
象
の
解
明
と
制
御
」
に
対
す
る
授
賞 

審
査
要
旨

　

我
国
で
は
、
世
界
最
長
の
構
造
物
で
あ
る
明
石
海
峡
大
橋
の
ほ
か
、
一
九
八

〇
年
代
か
ら
長
大
な
構
造
物
の
本
格
的
な
建
設
が
始
ま
り
、
一
方
、
中
国
を
は

じ
め
世
界
各
地
で
は
現
在
も
多
数
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
柔
構
造
で

あ
る
が
た
め
に
強
風
や
地
震
な
ど
に
よ
る
揺
振
動
が
安
全
性
を
支
配
し
、
そ
の

現
象
の
解
明
と
制
御
が
鍵
と
な
る
。
藤
野
陽
三
氏
は
長
大
な
構
造
物
に
お
け
る

様
々
な
未
知
未
聞
の
特
殊
な
振
動
現
象
を
発
見
し
解
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

制
御
に
関
す
る
一
連
の
先
導
的
研
究
を
世
界
に
先
駆
け
て
遂
行
し
て
き
た
。
そ

し
て
「
構
造
制
御
学
」
と
い
う
分
野
を
確
立
し
、
そ
の
進
展
に
む
け
て
の
指
導

的
役
割
を
内
外
に
お
い
て
果
た
し
て
き
て
い
る
。

　

長
大
な
構
造
物
で
は
想
定
外
の
振
動
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

が
ロ
ン
ド
ン
・
テ
ー
ム
ズ
河
に
架
か
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
ブ
リ
ッ
ジ
の
異
状
な
揺
動

振
動
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
〇
日
の
開
通
式
の
直
後
、
多
数
の
歩
行
者

が
渡
り
始
め
る
と
同
時
に
、
大
き
な
横
振
動
が
発
生
し
た
。
直
ち
に
橋
は
閉
鎖

さ
れ
、
そ
の
懸
念
が
世
界
中
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
が
、
振
り
返
れ
ば
こ
の
異

様
な
横
揺
れ
振
動
は
、
す
で
に
一
〇
年
余
り
前
、
藤
野
氏
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。　

　

き
っ
か
け
は
、
一
九
八
八
年
に
完
成
し
た
埼
玉
県
戸
田
公
園
に
あ
る
人
道
橋

の
異
状
揺
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
橋
で
当
時
多
数
の
歩
行
者
の
通
過
に
伴
い
周
期

が
お
よ
そ
二
秒
の
異
状
な
揺
動
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
物
理
的
に
は

通
常
想
定
で
き
な
い
、
ま
た
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
奇
怪
な
現
象
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
解
明
す
る
べ
く
、
同
氏
は
、
ま
ず
上
空
か
ら
の
ビ
デ
オ
画
像

を
分
析
し
、
多
数
の
歩
行
者
の
歩
行
軌
跡
を
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
し
た
。
そ
し
て
画

像
か
ら
の
振
動
分
析
と
い
う
新
規
の
手
法
を
駆
使
し
て
、
詳
細
な
検
討
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
微
細
な
刺
激
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
多
数
集
ま
る
と
徐
々
に
橋

桁
の
大
き
な
横
た
わ
み
振
動
に
成
長
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の

よ
う
に
微
小
振
動
の
集
積
に
よ
り
励
発
さ
れ
成
長
す
る
未
知
の
振
動
を
見
出

し
、
そ
れ
に
至
る
現
象
を
発
見
解
明
し
、
さ
ら
に
発
生
機
構
モ
デ
ル
を
提
案
し

た
こ
と
は
画
期
的
業
績
と
い
え
る
。

　

同
氏
は
こ
の
異
状
振
動
の
発
見
者
と
し
て
、
ま
た
振
動
制
御
の
専
門
家
と
し

て
英
国
の
調
査
委
員
会
に
招
聘
さ
れ
特
別
委
員
に
就
任
し
た
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
ブ

リ
ッ
ジ
は
同
氏
の
助
言
と
勧
告
を
う
け
、
最
新
の
構
造
制
御
技
術
を
駆
使
し
て

一
年
半
後
に
再
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

以
上
の
現
象
は
、
劇
場
等
で
見
ら
れ
る
大
喝
采
の
拍
手
が
自
然
に
同
期
し
て
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い
く
現
象
に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
数
理
科
学
の
分
野
で
も
高
い
関
心

を
呼
び
、
そ
の
後
の
数
多
く
の
研
究
の
発
端
と
な
っ
た
。
そ
の
成
果
はN

ature

やPhysical Review

な
ど
で
も
発
表
さ
れ
、
藤
野
氏
の
萌
芽
性
の
高
い
研
究

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
たSYN

C
 (S. Strogatz, Penguin, 2004)

と
い
う
数

理
科
学
の
本
の
一
節
に
も
記
述
さ
れ
、
こ
の
分
野
で
広
く
読
ま
れ
て
い
る

Bridges (D
. B

lockley, O
xford U

niversity Press, 2010)

や
『
非
線
形
科
学
│

同
期
す
る
世
界
│
』（
蔵
本
由
紀
著
、
集
英
社
新
書
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
の

内
外
の
学
術
書
に
お
い
て
も
詳
述
さ
れ
、
こ
の
振
動
の
発
見
者
と
し
て
の
名
声

が
定
着
し
て
い
る
。

　

同
氏
の
業
績
は
、
長
大
な
構
造
物
に
実
際
に
発
生
し
た
様
々
な
振
動
現
象
を

対
象
と
し
て
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
と
意
義
が
あ

る
。
白
鳥
大
橋
（
吊
橋
、
室
蘭
市
）
で
は
橋
に
作
用
す
る
微
少
な
自
励
空
気
力

を
求
め
る
こ
と
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
。
こ
れ
は
、
四
〇
個
も
の
三
方
向

加
速
度
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
連
続
振
動
計
測
を
実
施
し
、
新
た
に
開
発
し
た
独
自

の
逆
解
析
手
法
を
開
発
し
た
こ
と
に
よ
る
。
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
に
お
い
て
は

一
九
八
九
年
以
来
、
世
界
に
例
を
見
な
い
三
六
個
の
地
震
計
を
用
い
た
高
密
度

な
地
震
応
答
計
測
を
行
い
、
中
小
地
震
に
よ
る
応
答
記
録
の
分
析
か
ら
設
計
で

は
想
定
し
て
い
な
い
危
険
な
揺
れ
の
モ
ー
ド
が
存
在
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

こ
の
知
見
に
基
づ
き
、
耐
震
補
強
法
と
し
て
破
壊
モ
ー
ド
を
制
御
す
る
フ
ェ
イ

ル
セ
イ
フ
構
造
の
必
要
性
を
指
摘
し
、
そ
の
採
用
実
施
に
尽
力
し
た
。
観
測
結

果
か
ら
の
発
見
を
実
務
に
生
か
し
た
例
と
し
て
同
氏
の
貢
献
は
世
界
的
に
広
く

知
ら
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
始
ま
る
、
長
大
な
構
造
物
の
振
動
を
制
御
す
る
た

め
の
藤
野
氏
の
一
連
の
研
究
も
国
際
的
に
極
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
容

器
内
の
液
体
動
揺
を
利
用
し
た
同
調
液
体
ダ
ン
パ
ーTuned Liquid D

am
per

（
藤
野
氏
が
命
名
）
で
は
流
体
力
学
モ
デ
ル
に
加
え
、
等
価
線
形
化
モ
デ
ル
を

提
案
し
、
同
調
質
量
ダ
ン
パ
ー
、
マ
ル
テ
ィ
プ
ル
同
調
質
量
ダ
ン
パ
ー
そ
し
て

ケ
ー
ブ
ル
ダ
ン
パ
ー
で
は
摂
動
法
を
巧
み
に
利
用
し
、
独
自
の
新
し
い
設
計
式

を
導
い
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
、
広
く
国
内
外
の
実
務
の
設
計
に
生
か
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
積
層
ゴ
ム
支
承
に
関
し
て
も
、
ゴ
ム
の
要
素
試
験
に
よ
る
特
性
を
反

映
し
た
三
次
元
統
一
構
成
モ
デ
ル
の
構
築
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
て
い
る
。　

　

更
に
、
藤
野
氏
は
こ
の
二
〇
年
、
振
動
計
測
技
術
を
ベ
ー
ス
に
レ
ー
ザ
ー
や

画
像
な
ど
の
非
接
触
計
測
や
そ
の
信
号
処
理
技
術
の
研
究
を
進
め
、
供
用
中
構

造
物
の
異
状
、
損
傷
、
劣
化
を
確
実
に
検
出
で
き
る
性
能
把
握
技
術
の
確
立
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
が
老
朽
化
す
る
中
、

今
後
社
会
的
課
題
と
な
る
の
は
そ
の
維
持
管
理
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
指
向
し

て
、
同
氏
は
設
計
・
建
設
を
主
体
と
す
る
従
来
の
構
造
工
学
に
新
し
い
分
野
を

加
え
た
と
言
え
る
。
同
氏
は
、
現
在
、
世
界
的
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
構
造
ヘ

ル
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
研
究
の
牽
引
者
と
し
て
も
認
め
ら
れ
、
欧
米
二
研
究
者

と
と
も
に
刊
行
し
たEncyclopedia of Structural H

ealth M
onitoring (W

iley, 
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2009)

は
幅
広
く
世
界
で
読
ま
れ
て
い
る
。

　

構
造
工
学
と
い
う
伝
統
的
な
分
野
を
刷
新
し
、
新
し
く
「
構
造
制
御
学
」
を

学
問
と
し
て
確
立
さ
せ
た
の
が
藤
野
氏
の
最
大
の
業
績
で
あ
る
。
同
氏
は
数
多

く
の
英
文
著
書
、
国
際
誌
論
文
を
著
し
、
国
際
構
造
制
御
学
会
の
設
立
を
主
導

し
、
自
ら
も
会
長
を
務
め
た
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
、
世
界
中
の
博
士
課
程
学

生
を
対
象
に
三
週
間
に
お
よ
ぶ
国
際
先
進
構
造
工
学
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
世
界

の
仲
間
と
主
宰
す
る
な
ど
、
若
手
の
育
成
に
も
熱
心
で
あ
る
。
国
内
で
は
土
木

学
会
論
文
賞
、
国
際
貢
献
賞
を
は
じ
め
、
紫
綬
褒
章
、
第
八
五
回
報
公
賞
を
、

国
際
的
に
も
米
国
土
木
学
会
論
文
賞
、R

. H
. Scanlan M

edal

、G
. W

inter 

M
edal

、
国
際
構
造
工
学
論
文
賞
ほ
か
著
名
な
賞
を
多
数
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

多
く
の
海
外
橋
梁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
四
年
五
月
か
ら
約
五
年
間
に
わ
た
り
内
閣
府
主
導
の
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トSIP

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
努
め
、
そ
の
後
も
イ

ン
フ
ラ
維
持
管
理
の
高
度
化
に
向
け
た
学
術
の
確
立
と
社
会
へ
の
普
及
に
向
け

て
鋭
意
邁
進
の
努
力
を
し
て
い
る
。
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